
企 業 名 株式会社加藤鉄筋 

実 行 日 ２０２５年７月１８日 

実施時期 ２０２５年１２月 

コメント 

ＫＰＩ達成に向け順調に進んでいる。 

① 環境に配慮した経営の推進 

【２０２３年度を基準として、２０３０年度までにＣＯ₂排出量を４２％削減する（２０２３年

度実績：１０９.２２ｔ－ＣＯ₂）】 

・自社トラックが増え軽油使用量が大幅に増加したことにより、２０２４年度のＣＯ₂排出量は

１８１.１０ｔ－ＣＯ₂と２０２３年度比６５.８％増加した。今後自社保有車両を環境対応車

へ切り替えることにより、ＣＯ₂排出量を削減していく方針である。 

【２０３０年度までに自社保有車両のうち環境対応車（ＥＶ、ＨＶ等）を５台以上にする 

（２０２５年５月時点：環境対応車１台／全１８台）】    

・２０２５年８月末時点で全１７台中１台がＨＶであり、台数に変化はないことを確認した。

今後は車両の入れ替え時に環境対応車の導入を進めていく方針である。 

② 社会インフラ向上への貢献および土木工事業への参入 

【２０３０年度までに売上高を１０億円以上にする（２０２３年度売上高：４.８億円）】 

・２０２４年度売上高は６億円となり、堅調に推移している。 

【２０２７年度までに鉄筋加工関連以外に新たな土木関連工事を受注する】 

・２０２４年度中にとび工事業の許可申請を行い、２０２５年度中より受注開始が見込まれる。 

③ 安全で働きやすく、やりがいのある職場環境の構築 

【２０２６年度までに土木施工管理技士（１級または２級）の取得者を５名以上にする 

（２０２５年５月時点：０人）】 

・２０２６年３月時点で３名(1 級：１名、２級：２名)が取得していることを確認した。     

引き続き社内啓発に取り組み、取得者数の増加を図る方針である。 

【２０３０年度までに従業員数を５０人以上にする（２０２５年５月時点：３１人）】 

・２０２５年１２月時点で従業員数は３５名であることを確認した。今後も積極的に雇用創出

を図る方針である。 

【２０３０年度までに業務内容による部署分けや人事評価制度の制定等、組織基盤の整備を 

行う】 

・事業の堅調な拡大を背景に、早期に組織体制の整備を進める方針であることを確認した。 

【２０２５年度以降、安全労働衛生に係る講習を定期化する（年２回以上、現在定期講習なし）】 

・２０２４年度は１回実施したことを確認した。社員全員が参加できる形で定期的に実施   

できるよう、引き続き体制整備に取り組む方針である。 

【業務中の重大な事故発生ゼロを継続する】 

・引き続き重大事故の発生はなく、事故ゼロを維持している。 

【２０２６年度までに健康経営優良法人認定を取得し、以降継続する】 

・２０２６年度の健康経営優良法人に認定済みであることを確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


